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研究成果の概要（和文）：保護者は「子どもを守る」という信念のもと、事故や事故予防の学習をとおして、事
故の重大性を認識して予防対策を講じていた。対策をすれば事故は防ぐことができるという結果予期を持つから
こそ事故予防対策を行うことができるが、対策をすることに疑問や葛藤が生じることも挙げられた。乳幼児の保
護者の事故予防実践尺度を開発し、3因子19項目を得た。この保護者の事故予防実践には、子どもの事故予防に
関する自己効力感とソーシャルサポートが正の影響を与えることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：Based on the belief that they would "protect their children," parents 
recognized the seriousness of injuries through learning about injuries and injury prevention, and 
took preventive measures. They were able to take injury prevention measures because they had an 
outcome expectation that injuries could be prevented if measures were taken, but they also mentioned
 that they had doubts and conflicts about taking measures. A scale of injury prevention practices 
for parents of infants was developed, resulting in 3 factors and 19 items. It was suggested that 
self-efficacy regarding child injury prevention and social support had a positive influence on 
parents' injury prevention practices.

研究分野：公衆衛生看護学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
乳幼児の事故の多くは家庭内で起こっていることから、家庭の事故予防対策を支援することが重要である。作成
した保護者の事故予防実践尺度を用いることで、保護者と保健師等専門職が共通認識をもって、各家庭の状況に
応じた、より個別・具体的な内容や方法を話し合うことが可能となる。また、保護者の自己効力感に働きかける
方法を検討すること、育児におけるサポートを充実させることなど、事故予防対策のプログラム開発につなが
る。これらの支援が充実することで、家庭内の対策が講じられ、子どもの事故予防に貢献できると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 

 

１．研究開始当初の背景 

不慮の事故は乳幼児期の死因順位において上位を占め、乳幼児の生命および健康の重要課題
であり、より効果的な事故予防対策を検討することが急務である。2017（平成 29）年の人口動
態調査によると不慮の事故の年齢別にみた死因順位は、0 歳児において第 3 位（77 人）、1～4 歳
児においては第 2 位（70 人）といまだ死因順位の上位を占めており、乳幼児期の重要な健康課
題の一つである。また、死亡に至らないまでも、乳幼児の日常生活における事故経験率は高く、
これまでの調査では、病院受診事故の経験率は1～2割程度（Yamamoto et al.,2016;茂本ら,2004）、
受診に至らないものも含めると半数以上の乳幼児が家庭内での事故を経験しており（本田,2017；
金泉ら,2009）、ヒヤリハットは 4 か月児保護者の約半数が経験している（上田,2018；中辻ら,2014）
と報告されている。 

 乳児期および幼児期前期の子どもが、自ら危険性を理解し事故を回避することは難しく、保護
者による環境整備を中心とした事故予防対策が重要となる。保健師は母子保健活動において、保
護者へ児の発達に即した事故や事故予防の知識を伝え、その理解から事故予防対策を講じるこ
とを促している。保護者が各家庭で事故予防対策を実施するには、子どもの発達について理解し、
各時期にどのような危険があるかを理解し考えるとともに、環境のリスクをアセスメントし、事
故予防対策を的確に行うという複雑な能力が求められる。事故予防対策という行動に結びつく
ためには、保護者がこれらの複雑な能力をどのように用いるのか、優れた成果を出す個人の行動
特性を示すコンピテンシーに着目した。母親が乳幼児の事故リスクを適切に判断し、事故予防対
策を実践するために必要なコンピテンシーを明らかにし、実践につながる背景を理解する必要
がある。乳幼児の事故を予防するために、スペンサーら（2011）のいう氷山モデルの「目に見え
る部分」である知識やスキルだけではなく、「隠された部分」に着目し、その内容を明らかにす
ることで、知識以外の働きかけの糸口を見出すことが重要である。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は、乳幼児を育てる母親の事故予防に関するコンピテンシーを明らかにし、尺度
開発を行うことである。 

 

３．研究の方法 

1）保護者の事故予防に関する概念分析 
 文献検索のデータベースは、海外文献には PubMed、CINAHL を用い、和文献は CiNii、医中誌
を用いた。海外文献は英語文献を対象とした。検索式は、「事故予防/傷害予防」「保護者/親」
「injury prevention」「parent/mother」とし、文献検索を行った。検索の範囲は、現代の子育
て環境における保護者の事故予防実践を明らかにするため、また 2001 年から開始された国民運
動計画である健やか親子 21 において、子どもの事故防止をはじめとする安全な子育て環境の確
保が重点課題に挙げられ、国内においても研究論文等が多くみられるようになった 2000 年以降
の文献を検索した。 
 検索の結果、英文献は重複を除き、58 件が抽出された（検索日 2020/7/9）、タイトルとアブス
トラクトより 11 件を選択、ハンドサーチの 1 件を追加し、12 件を分析対象とした。和文献では
230 件が抽出された（検索日 2020/7/20）。タイトルとアブストラクトより 23 件を選択し、分析
対象とした。文献の選択に際し、乳幼児に対する保護者の事故予防実践に焦点を当てるため、対
象は学童・児童を除き、乳幼児（未就学児）を育てる保護者とした。また、家庭内における保護
者の事故予防実践に焦点を当てるため、屋外や移動に関する実践は除外し、医療職や保育士等に
よる実践、設定が医療機関や保育所等の場合も除外した。 
 分析方法は Rogers et al．（2000）の概念分析の手法を用いた。分析対象の文献を「保護者の
事故予防実践」という用語の文脈における用いられ方に着目しながら精読した。データシートを
作成し、概念を構成する特性である属性、概念に先行して生じる要件としての先行要件、概念に
よる結果としてもたらされる帰結に関する記述を抽出した。抽出した内容は、それぞれの項目に
まとめ、内容を分析し、カテゴリ化を行った。これらをもとに概念を定義づけ、モデルケースを
案出した。なお、分析の過程においては、地域看護学を専門とした研究者によるスーパーバイズ
を得て、データ分析の信頼性と妥当性の確保に努めた。 
2）乳幼児を育てる母親の事故や事故予防への認識と事故予防実践 
 家庭内での事故を多く経験する 1 歳児を育てる母親 10 名に、半構成的面接を実施した。面接
時間は 40 分程度とし、インタビューガイドに基づいて①母親の個人属性、②児の事故経験、③
現在の家庭内の事故予防対策、④事故予防対策を実施するうえで困難な点や工夫について、聴取
した。 
分析方法は、逐語録をデータとし、事故予防のための母親の実践内容に着目して、意味内容の

類似性に従い、コード、サブカテゴリ、カテゴリを抽出した。分析の過程においては、地域看護
学を専門とした研究者によるスーパーバイズを得て、データ分析の信頼性と妥当性の確保に努
めた。 



3）家庭における乳幼児の安全のための保護者の事故予防実践尺度の作成 
 1）概念分析の属性、および 2）母親へのインタビューの事故予防対策の内容から、保護者の
事故予防実践尺度原案 90 項目を作成した。地域看護学を教授する大学教員と修士課程を修了し
母子保健活動経験のある保健師、計 5 名を対象に専門家会議を行い、表面妥当性について検討し
た結果、項目数は 55 項目へと整理された。さらに地域看護学を教授している大学教員 5 名と児
童福祉学を教授している大学教員 1 名、修士課程を修了し母子保健活動経験のある保健師 4 名、
計 10 名を対象に、尺度項目と概念・下位概念との関連性について質問紙調査を行い、内容妥当
性指数より内容妥当性の検討を行い、尺度修正案は 54 項目となった。次に、近畿圏の協力の得
られた市の乳幼児健診を受診した保護者 4,670 名を対象に、個人属性、保護者の事故予防実践尺
度修正案 54 項目、外部基準尺度項目について無記名自記式質問紙調査を行った。安定性の検討
のための再テスト法は、初めの回答から約 2 週間後の回答を依頼し、郵送により回収した。 
分析内容は、単純集計、項目分析（回答欠損率、回答分布の偏り）、探索的因子分析、G-P 分

析、I-T 相関、I-R 相関、内的整合性（Cronbach's α係数）、安定性、基準関連妥当性、構成概
念妥当性について検討した。 
4）保護者の事故予防実践の関連要因の検討 
 研究 3）の保護者を対象に、保護者の事故予
防実践尺度と、研究 1）2）および文献検討より
抽出した保護者の事故予防実践の関連因子か
らなる質問紙調査を実施した。 
保護者の事故予防実践の関連因子の内容は、

保護者の経済状況（暮らし向き）と教育歴、子
どもの事故経験、「事故および事故予防への態
度」、「事故および事故予防への認識」、「事故予
防に関する結果予期」、「事故予防実践の自己効
力感」、ソーシャルサポート（岩佐ら,2007）と
した。「事故および事故予防への態度」には事
故経験の有益性「子ども自身が危険な経験から
学ぶ」、怪我への寛容さ「子どものけがに対し
寛容である」、子どもの興味を満たすことを優
先する「事故予防より子どもの好きなようにさ
せる」の 3 項目、「事故および事故予防への認識」には事故を避けられないという認識「子ども
の事故は避けられないものである」、障壁の認識「事故予防の対策をすることは難しいと思う」
の 2 項目、「事故予防に関する結果予期」には事故予防の実践により事故を予防できると思うか
を尋ねる「事故予防の実践により子どもの事故を予防できると思う」、「事故予防実践の自己効力
感」には子どもの事故予防を実践する自信の程度を尋ねる「事故予防対策を実践する自信がある」
1 項目を用いた。分析は、単純集計、保護者の事故予防実践との関連をχ2 検定、Mann-Whitney
の U 検定、Kruskal-Wallis 検定、Spearman の順位相関係数にて検討し、仮説モデル（図 1）に
基づきパス解析を行い、モデルの検証を行った。 
 
４．研究成果 
1）保護者の事故予防に関する概念分析 
 「保護者の事故予防実践」の概念の属性として、【知識の獲得】【リスク評価】【子どもに合わ
せた戦略の選択】【家庭内の環境の変更】【子どもへの教育】【適切な監督】【夫婦・家族間での共
有】【事故に備える】の 8 カテゴリが抽出された。 
概念に先立って生じる先行要件として、【子どもの事故の起こりやすさ】【社会経済的地位】【事

故および事故予防への態度】【事故および事故予防への認識】の 3 カテゴリが抽出された。【事故
および事故予防への態度】には、〈事故予防に対する前向きな態度〉〈予防や学習にかける時間〉
〈対策ではなく子どもに従うことを教える〉〈事故経験の有益性〉からなり、子どもの事故や事
故予防に関する信念や育児への価値観が含まれた。【事故および事故予防への認識】には、〈事故
を避けられないという考え〉〈傷害のリスクと予防効果の査定〉〈結果予期〉〈事故の重大性〉〈社
会的規範〉〈障壁〉からなる保護者の認知であり、事故や事故予防に取り組むかどうかを左右す
る認識が示された。 
「保護者の事故予防実践」を遂行した結果として生じる帰結は、【エンパワメント】【事故の減

少】であった。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 1.保護者の事故予防実践と関連要因の仮説モデル 



2）乳幼児を育てる母親の事故や事故予防への認識と事故予防実践 
 聴取内容の対象とした 1 歳児は、女児が 8 名、男児が 2 名であり、出生順位は第 1 子が 6 名、
第 2 子が 2 名、第 3 子が 2 名であった。対象児がこれまでに経験した事故の内容は転落・火傷・
誤飲・窒息など 1 歳児に多く報告されているものであったが、入院を要するものはなかった。イ
ンタビューの対象は母親であったが、家庭における事故予防対策および事故や事故予防への認
識には、父親や同居の祖父母に関するデータも含まれた。 
 事故予防実践としては、『事故および予防の知識習得』、『子どもの発達・特徴を捉える』、『事
故のリスク査定』、『安全な環境に整える』、『子どもを見守る』、『同居家族との共有』、『子どもへ
の教育』の 7 つの内容が抽出された。 
 子どもの事故および事故予防への認識として、母親は≪子どもを守る≫という強い意志が根
底にあった。一方で、親の価値観として≪怪我への寛容さ≫や≪子ども自身が危険な経験から学
ぶ≫のように、事故による怪我に対し肯定的な認識も有していた。事故予防の実施に際し、≪対
策への疑問と葛藤≫を感じ、≪子どもの興味を満たすことを優先する≫場合もあった。 
3）家庭における乳幼児の安全のための保護者の事故予防実践尺度の作成 
 回答のあった 592 名（回収率 12.7％）のうち、協力への同意が確認できなかったものを除外
し、587 名を回答欠損率の検討に用い、以降の信頼性・妥当性の検討には尺度修正案（54 項目）
に欠損のない 557 名（有効回答率 11.9％）を対象とした。信頼性・妥当性の検討を行った 557 名
の属性を表 19 に示す。女性 543 名（97.5％）、男性 13 名（2.3％）で、児との関係性は母親、父
親と同数であった。年齢は、22 歳～47 歳で、平均は 34.1 歳であった。子どもの数は 1～6 名で、
平均 1.85 名であった。養育している最年少児の性別は、男児が 268 名（48.1％）、女児が 386 名
（51.3％）であり、月齢範囲は 0～52 か月で平均月齢は 21.94 か月であった。 
 回答分布の偏りについて、フロア効果が認められた項目はなかったが、天井効果により 12 項
目を除外した。項目間相関より 19 項目を除外し、探索的因子分析により検討した結果、3 因子
19 項目を得た。内的一貫性（Cronbach’s α係数）、再テストによる安定性、基準関連妥当性、
構成概念妥当性（探索的因子分析・確証的因子分析）により検討し、3 因子 19 項目の保護者の
事故予防実践尺度の信頼性・妥当性を確認した。 
4）保護者の事故予防実践の関連要因の検討 

 質問紙の返信があった 385 名のうち、すべての項目に記載があった 355 名を分析対象とした。 

 子どもの事故経験有無別、

経済状況、教育歴、子どもの

人数別の比較を行った結果

を表 1 に示す。子どもの事故

経験有無において、保護者の

事故予防実践に有意な差は

みられなかった。経済状況

（暮らし向き）への心配の有

無については、暮らし向き

「心配なし」群の方が保護者

の事故予防実践尺度値が有

意に高かった（p＜0.05）。教

育歴（最終学歴）の大卒以上・

未満については、大卒未満の

方が保護者の事故予防実践尺度値が有意に高かった（p＜0.01）。子どもの人数「1 人」、「2 人」、

「3 人以上」の 3 群において、有意な差はみられなかった。 

 保護者の事故予防実践尺度と事故および事故予防への態度「子ども自身が危険な経験から学

ぶ」、「子どものけがに対し寛容である」、「事故予防より子どもの好きなようにさせる」、事故お

よび事故予防への認識「子どもの事故は避けられないものである」と「事故予防の対策をするこ

とは難しいと思う」、子どもの事故予防に関する自己効力感「事故予防対策を実践する自信があ

る」、子どもの事故予防に関する結果予期「事故予防の実践により子どもの事故を予防できると

思う」の相関係数を求めた（Spearman の順位相関係数）。ρ＞0.2 以上の相関がみられた項目は、

「事故予防の対策をすることは難しいと思う」（ρ＝-0.242、p＜0.01）、「事故予防対策を実践す

る自信がある」（ρ＝0.412、p＜0.01）、「事故予防の実践により子どもの事故を予防できると思

う」（ρ＝0.236、p＜0.01）であった。 

 仮説モデルの検証のため、各要因を観測変数として最尤法による仮説モデルのパス解析を行

った結果、CFI＝0.251、GFI＝0.810、AGFI＝0.725、RMSEA＝0.141 であった。「事故および事故予

防への態度」3 項目、「事故および事故予防への認識」2 項目、経済状況、子どもの事故経験から

保護者の事故予防実践へのパス係数は有意ではなかったためパスを削除し、再分析を行った。保

護者の教育歴、子どもの事故予防に関する自己効力感、ソーシャルサポートの関連について、最

尤法による共分散構造分析を行い、要因間の関連と因果モデルの整合性を検証した。「子どもの

事故予防に関する自己効力感」から保護者の事故予防実践へのパス係数は 0.37、ソーシャルサ

表 1.保護者の事故予防実践と関連要因の特徴 



ポートから保護者の事故予防実践へのパス係数は 0.28、保護者の教育歴（最終学歴）から保護

者の事故予防実践へのパス係数は-0.14 で、モデルの適合度は、CFI＝0.993、GFI＝0.989、AGFI

＝0.971、RMSEA＝0.038 であった。乳幼児の安全のための保護者の事故予防実践の決定係数（R2）

は 0.29 であった。 

5）考察 

 子どもの事故に対する保護者の認識として、子どもの成長過程に事故や怪我はつきものであ

り、子ども自身がその経験からリスクを学習するという効果も期待されていたが、これは経験す

る事故による傷害が軽症の場合という条件付きであった。多くの保護者が「子どもの安全・健康

を守る」という信念のもと、事故予防の必要性を認識し、予防に前向きな態度を有していた。事

故や事故予防の学習をとおして、事故の重大性を認識して予防対策を講じていた。対策をすれば

事故は防ぐことができるという結果予期を持つからこそ事故予防対策を行うことができるが、

対策をすることに疑問や葛藤が生じることも挙げられた。このような疑問や葛藤、困難さに対し、

保健師等専門職が具体的な内容を聞き取り、ともに対策を考えることが必要である。 

 関連要因の検討の結果、子どもの事故予防に関する自己効力感とソーシャルサポートが保護

者の事故予防実践に正の影響を与えることが示唆された。自己効力感は行動を遂行するための

自信であり、さまざまな保健行動とその行動に関する自己効力感との関係が指摘されている。子

どもの事故予防に関する自己効力感を高めるために、自己効力感の 4 つの情報源である①自己

の成功体験、②代理的体験、③言語的説得、④生理的・情動的喚起に働きかけるようなアプロー

チを検討する必要がある。また、人的なソーシャルサポートとの関連が示されたことから、サポ

ートがある、または困ったときにはサポートを得ることができると思える環境が重要である。乳

幼児を育てる生活の中には様々な困難もあり、保護者のみが多くのことを実施するのは負担が

大きく、周囲からのサポートを得ることで、余裕をもって子どもを見たり、安全について考えら

れるための環境づくりが重要である。 
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